
疾病 
（異常） ２６ 炎 症（皮膚、筋肉の炎症） 
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１ 痂皮性皮膚炎 
・大腿部、背部、腹部などの表皮に限局して発生し、皮下組織に波及しない。 
・病変部の皮膚は脱羽し黄褐色を帯び、羽包部がやや腫張し、多量の痂皮により覆われる。 
・痂皮の形成は軽度で、皮膚が淡明化して広範囲に肥厚する場合もある。 
 

２ 壊疽性皮膚炎 
・病変は胸部、腹部、翼部あるいは大腿部に好発している。 
・病巣は皮膚、皮下組織、同直下の筋組織に限局し、皮膚に紫赤色斑、皮下組織と筋組織

にうっ血、出血、水腫などがみられる。 
・農場の疾病発生情報に記載される「皮膚炎」は、しばしば本症に該当する。 
・本症はClostridium perfringens A型、同B型、Clostridium septicum または黄色ブド

ウ球菌感染に起因している。 
  参考文献 

   1 Opengart K: Gangrenous dermatitis, Diseases of poultry, 12th ed, Saif YM , et al eds,  
885-889, Blackwell Publishing, Ames (2008) 

 
３ 胸部嚢胞 
・同一ロットに多発する傾向がある。 
・胸骨滑液包に液状成分が貯留して、嚢胞状に拡張している。 
・貯留した液状成分は漿液性で、細菌などの二次感染があれば混濁している。 
・時間が経過した例では、周囲の皮下組織に水腫や結合組織の増生がみられる。 
  参考文献 
   1 及川 伸, 他: ブロイラーにおける胸部嚢胞の発生要因と防除対策, 鶏病研報, 29, 40-45 (1993) 
 

４ 被嚢化膿瘍 
・蜂窩織炎のび漫性病変と区別する。多くは片側性に内股部の隆起性病変としてみられる。 
・皮膚の色調は淡黄色、多くは硬結感を有している。 
・皮下組織の病変は限局性で、結合組織に包まれた病巣にチーズ様物や滲出液を容れ、と

きに血液を混じている。 
 

５ 化膿性筋炎 
・著しい発育不良と左右脚の不対称を併せ持つ個体に観察され、病変の多くは細い脚の筋

肉に主座し、関節に波及することもある。 
・皮膚の色は正常もしくは部分的に淡桃色を帯び、稀に足関節の周囲に出血や黄色化が認

められる。 
・大腿と下腿の両方または一方の筋肉間に滲出液や黄色チーズ様物が認められる。 
・筋肉病変に隣接する関節では、ときに滑膜が肥厚し、関節腔にチーズ様物を容れる。 

 
６ 肩関節を被う腹側皮膚の黄変、肩関節炎、筋上膜炎 
・上腕起始部の腹側皮膚が黄変し、肩関節に化膿性炎が認められる。 
・浅胸筋や深胸筋に、肩関節炎及び同周囲炎から波及したと推察される化膿性炎がみられ、

筋上膜の肥厚やチーズ様物の内包が認められる。 
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廃棄等の 

措置の根拠  別表第１０（全部廃棄）または別表第１１（部分廃棄） 

 

 

 

痂皮性皮膚炎：皮膚に広範な黄褐色

のワッフル様痂皮病変が認められ

る。 

壊疽性皮膚炎：皮膚病巣はうっ血、出

血、水腫により腫脹し、褐色化した壊

死巣（矢頭）がみられる。 

左の病変部の皮下組織にうっ血、出血及

び水腫がみられる。 

 

  
 
 
 
 
 

胸部嚢胞：胸骨滑液包に血液、漿液、

粒状滲出物等を満たしている。 
被嚢化膿瘍：左側内股部に淡黄色の隆

起性病巣（矢印）がみられる。 
左の病巣を示し、滲出液を伴い、板状の

チーズ様物を内包している。 
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疾病 
（異常） ２６ 炎 症（皮膚、筋肉の炎症） 

  

 

被嚢化膿瘍：左側内股部に淡黄色で

扁平な隆起性病巣が認められる。 
左の病巣を示し、結合組織が湿潤した

チーズ様物を内包している。 
化膿性筋炎：発育が不対称の左右脚を示

している。 

  

 

No.9の右側大腿：筋間織に多量の黄

色顆粒状物が存在している。 

No.9の右側膝関節：膝関節周囲の筋間

織に黄色チーズ様物や滲出液がみられ

る。 

化膿性肩関節炎：同関節を被う腹側皮膚

が黄変している。 

 

 
 

 

No.12の浅胸筋と深胸筋の筋上膜に

黄色チーズ様物が観察される。 

壊疽性皮膚炎：真皮に顕著なうっ血、

出血、水腫、炎症細胞浸潤がみられる。  
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